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エンジンオイルは入っていませんので、必ず 600cc入れてください。 

600ccより少なくても多過ぎてもエンジンがかかりません。 

エンジンオイルの種類は、10W30 を購入してください。 

簡単にエンジンを起動させられるキー・スターターとリコイル・スターターが

付いています。 

    

 

各種部品は以下のとおりです。 

 

「ハンドル」「ライト」「投雪口」「投雪口方向操作バー」 

「ギアチェンジバー」「投雪口固定金具」 

 

念のため、まずは各パーツが不足していないかのご確認をお願いいたします。 

不足している場合は、お手数ですがハイガーまでご連絡ください。 

 

TEL：0276-89-8605 

FAX：0276-89-8606 
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一、ハンドルの組立て一、ハンドルの組立て一、ハンドルの組立て一、ハンドルの組立て 

① あらかじめセットしてあるボルト類をはずします。 

はずしたボルトのそれぞれの位置を忘れないでください。 

 

 

② スパナなどでハンドルを取り付けます。 
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二、ギアチェンジバーの組立て、調整二、ギアチェンジバーの組立て、調整二、ギアチェンジバーの組立て、調整二、ギアチェンジバーの組立て、調整    

① いったん、ギアチェンジバーの握る玉の部分を取り外します。 

 

 

② 下からギアチェンジバーを指し入れて、取り付けをします。 
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③ ギアチェンジバーを固定したら、下部のボルトをハンドルが動かしやすい程

度に張り具合を調整して、右に締めてください。 
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三、ライトの組立て三、ライトの組立て三、ライトの組立て三、ライトの組立て 

① ハンドルの右手側にある穴にライトを取り付けます 

 

 

四、投雪口の組立て四、投雪口の組立て四、投雪口の組立て四、投雪口の組立て 

① 投雪口を本体のオスの部分に置きます。 
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② 金具（３セット） 

黒い金具を大きい方を下側に、小さい方を上側に、２枚重ねにします。 

 

 

③ 黒い金具を２枚重ねて投雪口の下部にあて、上からボルトを差込み、下側か

らはワッシャーとナットで締めます。 
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五、投五、投五、投五、投雪口方向操作バーの取り付け雪口方向操作バーの取り付け雪口方向操作バーの取り付け雪口方向操作バーの取り付け    

① バーの先端にあるグリップを外します。    

    

    

② グリップを外したバーを、ハンドル左手側にある穴に通します。 
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③ 穴に通した後に、外したグリップの部分を取り付け直します。 
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④ スプリング部分を投雪口の歯車部分に合わせて、本体部の穴に差し込み、 

ワッシャーをしてピンを差します。 

 

 

⑤ 投雪口側のバー先端部分をワッシャーとピンで固定します。 
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六、操作バーワイヤーの組立て六、操作バーワイヤーの組立て六、操作バーワイヤーの組立て六、操作バーワイヤーの組立て    

① まずは緩めて外します。 

 

 

② 赤丸で囲んだ部分を、ハンドルバーの横穴に引っ掛けます。 
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③ ワイヤーを固定して、張り具合を小ネジで調整してください。 

 

 

④ 左手側のワイヤーを、四角い穴に通します。 
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⑤ ワイヤーを繋ぎます。 

以上で組み立ては完了です。お疲れさまでした。 
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七、エンジンを起動させる七、エンジンを起動させる七、エンジンを起動させる七、エンジンを起動させる 

エンジンオイルを確認後、ガソリン入れにレギュラーガソリンを入れます。 

 

 

説明書の入っている袋にキーが入っています。 

キーを使ってエンジンをスタートさせます。 
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一番下の「①ガソリンコック」を右に（ＯＮ）して、 

真ん中の「②灰色のバー」を左（チェックノブ）にして、 

エンジンが暖まってきたら右に戻して「③アクセル」を調整します。 

 

エンジンがかからない場合は、「④赤いボタン（燃料ポンプ）」を 

４～５回押してみてください。燃料が凍っていてエンジンがかからない場合は、 

これで解決できます。 

※ ただし、押し過ぎないように注意してください。 
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これらの部品が余りますが、消耗部品の予備です。 


